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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】令和1年8月29日(2019.8.29)

【公開番号】特開2018-47425(P2018-47425A)
【公開日】平成30年3月29日(2018.3.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-012
【出願番号】特願2016-184426(P2016-184426)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  23/63     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  25/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ   23/63     　　　Ａ
   Ｃ０１Ｇ   25/02     ＺＡＢ　
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２２２　
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２４５　
   Ｂ０１Ｄ   53/94     ２８０　

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月18日(2019.7.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　Ｃｅ利用率を向上させるためには立方晶系の結晶の格子定数(以下単に格子定数という
ことがある)を５３４ｐｍ以上にすることが必要で、立方晶系の結晶の格子定数を５３４
ｐｍ以上にするためには、置換量は特に限定しないが、セリア・ジルコニア系酸化物の置
換元素量ｙは０．１を超え０．２以下が好ましく、置換効果をより大きく得るためには０
．１を超え０．２以下、より好ましくは０．１５を超え０．２以下である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　ＯＳＣ量＝ＣＣｅ÷（ＭＣｅ＋２×ＭＯ）÷４÷１００ ・・・（２）
ここで、ＣＣｅ：試料内のＣｅ含有量（ｍａｓｓ％）、ＭＣｅ：Ｃｅ原子量（１４０．１
１６ｇ／ｍｏｌ）、ＭＯ：Ｏ原子量（１６．００ｇ／ｍｏｌ）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　ａ＝（ｈ2+ｋ2+ｌ2）1 / 2×ｄ＝3 1 / 2×ｄ 　・・・　（ ５）
　ここで、ｄ：結晶面の間隔、θ：結晶面とＸ線が成す角度、ミラー指数（ｈ ｋ ｌ ）
： （１ １ １ ）
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
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【表１】
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